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丸協トピック

「新たな丸協の新型コロナウィルス感染予防対策」
（本社管理部より）
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2022.1 丸協にゅーす今、知っておきたい物流topics

物流現場の改善の動き、SDGsのどこにあてはまる?
物流事業者及び荷主企業において、主に物流危機に対応して様々な改善が進みつつ
ありますが、これらはSDGsで目指すべき方向性とも合致しています。それぞれSDGsのどの
ターゲットに合致するものか考えてみましょう。
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※湯浅コンサルティング作成

資料：経済産業省ＳＣＩ大賞ホームページ

左の図はヤオコー熊谷セン
ターの待機時間の様子です。
バース予約システム導入後、大
幅に待機時間が減っています。
待機時間に悩んでおられる方
があれば、参考にSCI大賞のサ
イトをご覧になってみて下さい。

取組み

顧客との連携による輸送距
離の短縮

拠点間移動の削減

モーダルシフトの推進

段ボールサイズをパレット
に合わせる

パレット利用比率の向上

物流危機回避のため、脱・バイイングパワーが進む
これまで“買い手”であるスーパーは、「注文したら当日か明日には納品。注文は一個か
ら」という、物流的には非常にコストのかかる要望を、コスト負担なく納品側に提示し、納品
側はそれに対してやむを得ず引き受けるというのが多くのパターンでした。
断ったら他の卸に切り替えるということが容易にできてしまうため、まさにバイイングパワーが
発揮されていたわけです。しかし、このようなやり方は「持続可能とは言えない」として、左に
あげたようなスーパーは、物流に負荷をかけない方向（＝納品側に負担をかけない方
向）に転換をしてきています。

これらのスーパーの共通点は、物流を自社で手掛けているこ
とです。自社で所有・運営していればこそ、改善すべき点が見
えてくるということでしょう。
取り組まれている内容は以下のとおりです。他の業界でも通
用する工夫だと言えるでしょう。
納品リードタイムの延⾧・ベンダー側の都合で調整可能
 「３分の１ルール」の緩和
 バース予約システムの導入
納品トラックの実車率向上のための情報提供※資料：ロジスティクス・ビジネス他


